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六
月
十
日
（
金
）
の
五
・
六
校
時
、
「
先
輩
に
学
ぶ

進
路
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
三
年
生
は
、
体
育

館
で
対
面
で
の
実
施
、
一
・
二
年
生
は
各
教
室
で
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
い
ま
し
た
。

本
校
の
強
み
は
、
あ
ら
ゆ
る
「
進
路
講
演
会
」
を
全

学
年
対
象
に
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
年
生
の
時

期
か
ら
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
、
回
を
重
ね
て
い

く
こ
と
で
「
な
り
た
い
自
分
」
が
見
え
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

講
師
の
先
輩
方
は
、
本
校
出
身
の
高
校

二
年
生
の
九
名
で
す
。

五
月
二
十
七
日(

金
）
八
時
四
十
分
～
十
時
、
令
和
四
年
度
「
職

①
津
覇

華
さ
ん(

那
覇
商
業
高
校

商
業
科)

体
験
に
学
ぶ
進
路
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
「
か

②
ウ
イ
ー
ギ
ャ
ン
ド
姫
歌
さ
ん(

那
覇
工
業
高
校

服
飾
デ
ザ
イ
ン
科)

ん
ざ
わ
英
進
塾
」
塾
長
の
官
澤
次
郎
氏
で
す
。

③
仲
本

天
さ
ん(

沖
縄
工
業
高
校

工
業
化
学
科)

ね
ら
い
は
、
「
社
会
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
人
の
話
を
通

④
金
城

空
羽
さ
ん(

南
部
農
林
高
校

生
物
資
源
科)

し
て
、
自
分
の
生
き
方
や
将
来
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る

⑤
阿
嘉

文
耶
さ
ん(

豊
見
城
高
校

普
通
科

特
進
コ
ー
ス)

こ
と
」
で
す
。

⑥
玉
城

大
空
さ
ん(

小
禄
高
校

普
通
科

普
通
コ
ー
ス)

本
来
な
ら
ば
、
体
育
館
に
生
徒
全
員
参
加
型
で
行
い
た
か
っ
た

⑦
野
津

こ
こ
ろ
さ
ん(

首
里
高
校

普
通
科)

の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
悪
化
の
影
響
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

⑧
辻
戸

珠
梨
さ
ん(

那
覇
国
際
高
校

普
通
科)

と
対
面
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
の
実
施
で
す
。
三
年
生
と
担
当
職

⑨
島
袋

葵
さ
ん(

那
覇
港
校

普
通
科)

員
、
管
理
職
は
体
育
館
、
一
・
二
年
生
は
各
教
室
で
オ
ン
ラ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
第
一
部
は
全
校
生
徒
対
象

に
て
参
加
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
校
長
挨
拶
と
先
輩
方
の
講
話
、
お
礼
の
言
葉
で
す
。

一
．
開
会
の
こ
と
ば
（
司
会
：
教
務
主
任
）

ど
の
先
輩
方
も
、
自
分
の
夢
や
目
標
、
興
味
関
心
の
あ
る
分
野
で
高
校

二
．
学
校
長
挨
拶
及
び
講
師
紹
介(

校
長
）

選
択
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
継
続
す
る
こ
と
」
の
大
切
さ
や
「
メ

三
．
講
演(

講
師)

モ(

記
録)

」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

四
．
質
疑
応
答(

三
年
生)

第
二
部
は
、
三
年
生
か
ら
先
輩
方
へ
の
質
疑
応
答
の
時
間
で
す
。
例
え

五
．
お
礼
の
こ
と
ば(

生
徒
会
長
）

ば
、
「
一
日
の
勉
強
時
間
」
や
「
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
」
「
高
校
の

六
．
閉
会
の
こ
と
ば
（
司
会
）

雰
囲
気
」
「
ど
う
や
っ
て
通
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
合
計
十
個
の
質
問

講
演
の
内
容
は
、
①
自
己
紹
介
②
外
交
官
と
い
う
仕
事
～
世
界

に
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ

の
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
③
沖
縄
で
の
仕
事
④
中
学
生
の
悩
み
に

か
ら
の
学
習
や
生
活
に
生
か
し
、
後
悔
の
無
い
進
路
決
定
し
て
く
れ
る
こ

答
え
た
い
！
⑤
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
外
交
官
の
仕
事

と
を
期
待
し
ま
す
。

で
は
、
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
経
験
談
」
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下

げ
て
講
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
界
中
の
ど
こ
か
で
毎
日
必

ず
戦
争
や
テ
ロ
で
人
々
が
亡
く
な
っ
て
い
く
現
実
を
、
自
分
事
と

し
て
考
え
て
欲
し
い
と
い
う
強
い
想
い
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

六
月
十
四
日(

火)

の
五
・
六
校
時
、
体
育
館
に
て
一

生
徒
会
長
の
挨
拶
で
は
、
「
こ
れ
か
ら

年
生
対
象
に
「
Ｃ
Ａ
Ｐ

思
春
期
の
心
と
体
の
プ
ロ
グ

生
き
て
い
く
上
で
、
世
界
の
戦
争
と
平
和

ラ
ム
」
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
は
、
お
き

に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
私
た
ち
に
何
が

な
わ
Ｃ
Ａ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
の
「
上
野
さ
や
か
氏
」
「
屋
慶

で
き
る
の
か
真
剣
に
考
え
た
い
。
日
本
や

名
美
和
氏
」
「
三
枝
菜
美
子
氏
」
の
三
名
の
方
々
で
す
。

沖

縄

も

ど

う

あ

る

べ

き

か

深

く

考

え

た

Ｃ
Ａ
Ｐ
と
は
「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ(

子
ど
も
）
、
Ａ
ｓ
ｓ
ａ

い
。
受
験
勉
強
も
計
画
を
立
て
て
乗
り
越

ｕ
ｌ
ｔ(

暴
力)

、
Ｐ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ(

防
止)

」

え
た
い
」
と
い
う
深
い
学
び
が
得
ら
れ
た

を
略
し
た
も
の
で
す
。
一
年
生
は
、
「
思
春
期
＝
成
長

立
派
な
挨
拶
で
し
た
。

期
」
と
捉
え
、
「
素
直
に
気
持
ち
を
表
現
す
る
」
こ
と

平
和
ぼ
け
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
日
本

や
、
「
失
敗
も
大
切
」
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

人
。
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
情
勢
に
目
を
向

ま
た
、
「
い
や
」
な
こ
と
を
頼
ま
れ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
た
時
に
は
、

け
、
主
体
的
に
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

「
信
頼
で
き
る
大
人
」
に
相
談
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。
こ

取
り
組
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待

れ
か
ら
先
、
ど
ん
な
時
も
「
自
分
ら
し
さ
」
を
大
切
に
様
々
な
人
間
関
係

し
て
い
ま
す
。

を
良
好
に
築
く
事
が
出
来
る
よ
う
に
、
皆
で
支
え
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第 ７ 号

教育目標：◎目標を持ち自ら学ぶ意欲と創造性に満ちた生徒
◎心豊かで思いやりがある生徒
◎明るく健康でたくましい生徒
◎視野を広げ協働する生徒
◎地域を理解し地域に貢献できる生徒

R4年６月15日（木）

深
い
学
び
の
進
路
学
習
！

「
職
体
験
に
学
ぶ
進
路
講
演
会
」
の
実
施

「
先
輩
に
学
ぶ
進
路
学
習
会
」
の
開
催
！

「
Ｃ
Ａ
Ｐ

思
春
期
の
心
と
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
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